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令和3年度 東京都老人福祉施設等感染症対策指導者養成研修

施設現場に則した具体的な
感染対策

～感染症に強い施設を目指す～



高齢者は免疫機能の老化とともに易感染状態にある

感染症から高齢者を守る

 高齢者施設にはこのような人々が集団で生活している

 高齢者施設は生活の場でもある

感染症を
持ちこまない・蔓延させない・自らが感染しない



病原体

細菌・ウイルス

感染経路

病原体を
受け入れ
る宿主

標準予防策
感染経路別対策

感染の成立と伝播

 清掃
 洗浄
 滅菌

ワクチン接種



すべての人(患者)に適応させなければならない

標準予防策
（ Standard Precautions）

 血液、目にみえる血液の有無に関わらず全
ての体液・分泌物・排泄物は感染性のある
ものとして取り扱う。(汗を除く)

 傷のある皮膚、粘膜は感染性のあるものと
して取り扱う。



すべての人(患者)に適応させなければならない

標準予防策
（ Standard Precautions）
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して取り扱う。

• 手指衛生
• 防護着の適正使用
• 咳エチケット
• 患者の移動・配置
• 清潔な環境の維持管理
• 注射手技に関すること
• リネンの取り扱い
• 汚染器材の取り扱い
• 血液媒介病原体への曝露予防
• 腰椎穿刺時のマスク着用

2007年隔離予防のためのCDCガイドライン
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高齢者施設における標準予防策

手指衛生 個人防護具

環境衛生/
リネンの取り扱い

器材の取り扱い/
消毒薬の取り扱い

本気だ！
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手指衛生

手が目に見えて
汚れている場合

手が目に見えて汚
れていない場合



手指衛生の５つのタイミング

手袋を脱
いだ時

１．患者に触れる前

2.清潔/無菌操作
の前

４．患者に触れた後

５．患者周辺の物品
に触れた後

WHO 2009



高齢者施設・障害者施設の新型コロナウイルス感染対策事例集
東京i CDC 専門家ボード令和3（2021）年 10月



画像提供
ハクゾウメディカル

手指消毒薬は、
いつでも

使えるように！
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個人防護具の種類

不織布マスク
使い捨て
手袋

ビニールエプロン
袖付きガウン

フェイスシールド
ゴーグル



主な場面での個人防護具

必要な個人防護具

オムツ交換、浣腸、敵便

（陰部洗浄）

陰部洗浄は

吸引

口腔ケア

嘔吐物の処理



必要な個人防護具

経管栄養接続

食事介助

リネン交換

清掃

必要に応じ
て

参考
入居型高齢者施設における日常的な
入居者介助のための感染対策手順書
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• 床に目に見えるほこりやごみがない

• 床に汚染に基づく着色がない

• 床に血液などの体液および薬液、食物、油などの異物がこ

びりついていない

• ベット、テーブル、椅子など周囲に目に見える汚れがない

• 戸棚や棚などの上面にほこりやごみがたまっていない

• 廃棄物が一定の保管場所に置かれている

• トイレや廃棄物置場などでは、異常な臭いがない

病院清掃の基本と実務 2019 全国ビルメンテナンス協会

医療施設の清掃の目標



高齢者施設・障害者施設の新型コロナウイルス感染対策事例集
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高頻度接触箇所

1回/日以上、低水準消毒薬の含侵されたクロスで清拭する。



高齢者施設・障害者施設の新型コロナウイルス感染対策事例集
東京i CDC 専門家ボード令和3（2021）年 10月



換気の重要性



使用後のリネンの取り扱い

使用後のシーツは埃を立て
ないよう静かにたたみ、ラ
ンドリーバックに入れる。

使用後のシーツを床に置か
ない。

• 排泄物や血液が付着したリネンは

感染性のある物として、施設のルー

ルに従って処理する。
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写真７

皮膚に接触した部分を使用の度にアルコールで拭き取る



さて、ここで重要なのは消毒
前に「洗浄」することです。



消毒されない

有機物（痰・血液・排泄物など）

消毒対象物

有機物（汚れ）が残存したまま消毒したら・・・

２．有機物（汚れ）が固着してしまう

１．有機物（汚れ）により消毒薬の有効濃度が低下

消毒濃度の低
下





高齢者施設・障害者施設の新型コロナウイルス感染対策事例集
東京i CDC 専門家ボード令和3（2021）年 10月



消毒薬について（施設で使用する主な消毒薬）

エタノール製剤 次亜塩素酸ナトリウム製剤

消毒薬の空中噴霧は禁忌！
体にふきかけるのも禁忌！



次亜塩素酸ナトリウムを希釈する場合

＜原液5％の場合＞

●希釈方法と適応する対象物

●作り置きはしない（器材を浸漬する度に濃度は低下する）
→その都度作る、定期的に作る

経管栄養の関連器材
環境消毒
リネン

便器、尿器
血液、体液などに汚染された器材



症状

鼻汁、咽頭痛、咳嗽、頭痛、倦怠感など

急激な発熱、鼻汁、咽頭痛、咳嗽、頭痛、倦怠感

嘔吐、下痢、腹痛、発熱など

目の充血、眼脂、かゆみ、眼痛

症状から考えられる主な感染症

感染症

急性上気道炎

インフルエンザ
COVID-19

感染性胃腸炎

流行性角結膜炎

すべてウイルス感染症・・
人に伝播させる・・



このような症状がある場合は
上司に報告して下さい。

出勤しない、途中で職場を
離れる。

咳が出るとき 熱があるとき 下痢・嘔吐の
とき

眼が赤いとき
発疹のあるとき

持ち込まない‼

Afterコロナ、継続しなければ
ならない



適切な感染対策をどのように維持していくのか

感染対策の担当者を決める
情報の一元化

自施設でのルールを決める・・マニュアル作成
決められてルールの遵守状況を確認する
教育を行う
・・・・

感染症に強い施設を目指す・・ポイント！

組織化！



第四章二十九条 衛生管理等（以下要約）

「高齢者施設は，幅広い職種（例えば，施設長（管理者）、事務長、医師、
看護職員、介護職員、栄養士、生活相談員）による

感染対策委員会を設置し、専任の感染対策担当者を決めることが必要で
ある」とされ、会議は概ね3 カ月に1 回以上、随時開催と規定している．

また、施設外の感染管理等の専門家を、その委員として積極的に活用す
ることが望ましいとしている．

介護保険法に基づいた--人員、施設及び設備並びに運営に関する基準

とは言え、
実行性に乏しい！

高齢者施設の感染制御組織



厚労省 HP



施設通所 訪問系サービス
訪問系 施設系



令和3年度介護報酬改定の概要

厚労省 令和３年度介護報酬改定について HP







新型コロナウイルス感染症対策専門家会議
「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（令和2 年5 月14 日）

ワクチン

ワクチン2回接種済は67％（10/18現在)

ブレークスルー感染に注意

第6波は来るのか？？？

基本的な感染対策の継続！



ありがとうございました


